
　

10
月
26
日
か
ら
28
日
の
間
、
国
連
国
際
防

災
戦
略
の
主
催
に
よ
る
「
第
４
回
ア
ジ
ア
防

災
閣
僚
会
議
」
が
韓
国
の
イ
ン
チ
ョ
ン
市
で

開
催
さ
れ
、
西
条
市
の
防
災
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
防
災
閣
僚
会
議
は
、
２
０
０
５
年

か
ら
２
０
１
５
年
ま
で
世
界
の
防
災
指
針
で

あ
る
「
兵
庫
行
動
枠
組
」
に
つ
い
て
、
ア
ジ

ア
各
国
で
の
実
施
状
況
や
推
進
方
策
を
議
論

す
る
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
で
の
災
害
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
の
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題

を
総
括
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
会
議
に
は
、
62
の
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
域
の
各
国
政
府
代
表
の
ほ
か
、
国
際
機

関
等
の
関
係
者
が
出
席
し
、
当
市
は
「
災
害

に
対
す
る
都
市
の
強
化
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
特
別
部
会
３
で
、
12
歳
教
育
推
進

事
業
を
は
じ
め
と
す
る
防
災
の
取
り
組
み
を

大
越
副
市
長
が
発
表
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　

発
表
後
の
質
疑
応
答
で
は
「
12
歳
教
育
は

な
ぜ
12
歳
を
対
象
と
し
て
い
る
の
か
」
や

「
被
災
前
に
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

方
法
は
」
な
ど
多
く
の
質
問
や
意
見
が
寄
せ

ら
れ
、
活
発
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
こ
の
よ
う
な
場
を
通
じ
て

西
条
市
の
防
災
の
取
り
組
み
を
広
く
情
報
発

信
し
、
関
係
機
関
な
ど
と
の
交
流
や
連
携
を

深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　

▲国連事務総長特別代表（防災担当）のマルガレータ・ワルス
　トロム氏（右から２番目）をはじめ、多くの国連・各国の関
　係者が出席し、防災について活発な議論を交わしました。

▲西条市の取り組みを発表する大越副市長

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い

て
算
定
し
た
、
平
成
21
年
度
決
算
に
お
け
る
西
条
市
の
財
政
状
況
を

判
断
す
る
各
比
率
を
左
表
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
比
率
に
は
早
期
健
全
化
基
準
や
財
政
再
生
基
準
等
が
設

定
さ
れ
て
お
り
、
基
準
値
を
上
回
る
と
同
法
の
規
定
に
よ
っ
て
財
政

の
健
全
化
に
向
け
た
改
善
措
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
決
算
に
お
け
る
比
率
は
、
い
ず
れ
も
基
準
値
を
下
回

っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
市
で
は
、
こ
れ
ら
比
率
の
動
向
に
注
意

し
な
が
ら
、
健
全
財
政
の
維
持
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
財
政
課
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政
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１
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１

１．財政健全化判断比率

２．公営企業における資金不足比率 （単位：％）

（単位：％）

⑤公営企業に
　おける資金
　不足比率

公営企業におけ
る資金不足は、
無し

①実質赤字比率
②連結実質赤字比率

簡易水道事業特別会計
公共下水道事業特別会計
小規模下水道事業特別会計
港湾上屋事業特別会計
小松地域交流事業特別会計
本谷温泉事業特別会計
水道事業会計
病院事業会計

③実質公債費比率
④将来負担比率

比　　率

比　　率 会計区分 西条市比率

西条市比率 早期健全化基準 財政再生基準

経営健全化基準

※①「実質赤字比率」と②「連結実質赤字比率」は、黒字決算であれば「―」で表示されます。

財政健全化判断比率
公営企業における資金不足比率の状況
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